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主
、、
張 、

「税金集賦遣い〃噴締の塩漬げ士地問副
その後

（「抗議文」 を出したいのは市長でなく市民の方博

代表幹事 江口 武正

２００６年 １０月 ８ 日に我々が 実施 した川 崎命

内の ｒ塩漬 け土 地バス ツ アー」 の 内容 を１０

月 ２７同に Ｗ 朝日が報道番組 「ス ーパーモー

ニン グ」 で放 映した。 それに対 して 阿部川 崎

市長 は抗議 文を１０月 ３１日 に君和 田ＴＶ 朝日

杜長宛てに提出 した。

川 崎市 はその 抗議文 を市の ＨＰ に長期 問掲

載 し、 又その 抗議文 を１１月 第１週 に ｗ 朝貝

当該番 組のコマーシャル提供企業 に送付 した。

関連 企業に圧力を かけた訳 であるが、 こう

いっ た抗議は前代未聞の行為 であり、 事実関

係が明確でない時点での関係ない企業への抗

議文送付は、 行政機関である川崎市の行為と

して誠 に大人気ないと言 わざる を得ない。

阿部市長は悪名高い ｒ塩漬け土地」 を （ふ

んだんに市債を利用したとはいえ） かなり解

消したと誇っていたとこ ろに、 まだこんな に

酷い 「塩漬け 土地」 がごろごろ していると明

確にイミスツアー で指 摘され、 また川崎市職員

は責任 を取り、 給 与を半 額にせ よとＴＶの コ

メ ンテイ ター に厳 しい指摘に受け、 心底頭 に

きて放映後 す ぐに抗議 したのであろうか。

しか しなが ら、 当 初から当間題に係 わっ て

おり間題の本質を理解している我々からすれ

ば抗議文を出 すのは市長でなく、 市長 に対し

市民の方が 抗議文を出 したいのだと言 いたい。

ＴＶ 朝日 は１１月 １５日恒川 崎市 ｑ抗 議文 に

対し冷静に ｒ抗議され肴ような報道はしてい

ない」 と項目別 に回答を行っている。 川 崎市

は その反論 に 対 して 再反論 も してい ない し、

ＴＶ朝日 の回答 をＨＰに も掲載 して いない。 冊

に は川 崎 市の言 い分 を二方 的に 掲載 したが、

公平性 をはなは だ欠い た行為 である。

我々 は１１月 ２１同に 「こんな税金のム ダ遣

い、 許せますか！一川崎 市民のつ どい」
実行

委員会として川崎市が行った抗議文に関違し

て 公開討 論会開 催を 申 し入 れたが、 １２月 １１

日に 「公開討論会開催は対応いたしません」

と 理由 もなく 無愛想な 返答があった。 我々 は

さらに責任ある立場の局長級以上との対話を

要求 し、 今回の問題点 について川崎市 に抗議

したい、 経過から考 えウヤムヤに して は絶対

にいけない間題 ととらえている。

以上の経過を見ると、 そもそも抗議 文提出

の目的はなんだったのか疑間を感じてしまう。

いた ずらに ＴＶの 報道 姿勢に なん癖 をつ ける

のではなく、 この ような
土地を何 故買 い込ん

だのか究明するこ とが何より大切 なことだ。

阿部市長は抗議文を出す前に率先して現地を

視察チるべきであった。

川崎市の抗議が抗議文を出すほどの内容で

ないことを、 具体的に抗議文 で検討 してみよ

う、 間題指摘 は５ 点あるが１～ ４は若干抽
象

的なこと であり、 具体的 事琴を間題と して い

るち着貞め項日である王禅寺の土地を検討す

る
。

墳目５と して ｒたと えば麻生区王禅寺の 土

地についても、 横浜市側で公道 （川
括市王禅
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寺３号線） に接 してい て、 そこから直接公杜

保 有地に立ち入ること が可能であるが、 他人

の土地を通らな ければ立ち入ることは でき な

い土地と して放 映するな ど、 事実に反 する報

道が多数 なされて いること。」 と川 崎市はＴＶ

朝同に抗議 している。

特定団体と不逞の輩

黒岩 公平

私がＴＶ朝日に かわり反論すると

・そもそ も川崎 市の代替用地と して購 入 した

土地 に川 崎側 からの道がなく、 横浜側にあ

ると威 張れる こと ではない。

・現地 を散々 調査 したも のと して断言するが、

横浜側 には公道と称せる道 はない。

公道と言え ば、 車が通 る舗装された道路 を

考えるが、 山道 があるが車は通行でき ない

事 は無論 のこと、 人 も通常 は通行 しな い、

クモの巣が行く 手を遮る山道のみ 存在する。

・土地に立 ち入る ことが出来ると言 い張って

いるが、 横浜側 は籔が深く、 横浜側 からは

通 常の服 装で入ること は無理 である。 現実

に私は横浜側から入れず、 航空写真を手が

かり に民家の庭を通る川崎側 ルー トを見つ

けた の だ
。

繕論としては川崎市の抗議はまったくの出

鱈目であり、 現地 を確 認しないで文章化 した

お粗末な内容である。

川 崎市はこの王 禅寺の土地を公園と して買

い戻 したい 意向の 様であったが、 川崎側 から

入れない森のような土地をただ名称を公園に

して 誤 魔化す の は無理 と感 じ、 ２００７ 年１月

中に当初の 目的を変更 し緑地と して川崎 市は

買い戻すそうである。

この 土地は煩 斜の ある藪 の深 い森で あり、

代替用地として土地開発公杜が本来絶対に買

うべき土地でないことが重要 であり、 疑惑を

感 じ ると こ ろ で あ る。

如何なる経過でこのような土地を臆入した

か詞査することが現市長の実施すべき最重要

課題であり、 抗議文 なξ出 している暇 はない

と思うのだが。

塩漬 け土地間題のバスツア ーがテ レビ朝 同

で放 映され、 これに対 して 阿部市長は抗議 の

文書 をテレ ビ局に送りつ け、 その中でこう い

う企 画をした者を ｒ特定団体」 と非難 した と

い う
。

何故企画市民団体の正式名称を用いなかっ

たのか、 われわれは特定団体と決め付けられ

た当事 者と して市 に公開討諭を申 し入れたが、

何の理由も付することなく拒否の文書回答を

送って 来た。 こ れに対 して
われ われは昨 年１

２月 ２６日、 大雨の 中、 抗
議集会 を閑き 午後１

時半から対市交渉を行い、 再度公開討論会を

行うよ う文 書で申 し入れた。 席 上、 特定団 体

と は何 を指す か激 しく詰間 した。 しか し市 は

一言も口を開 かな かった。

私の辞書には特定団体とは 『権カ者評己の

意に反する行動をする者を特定団体として排

除す ること」 とある。 気 に食 わない意見 を言

う者 （団体） を特定団体として一蹴するやり

方は、 民主的な市長のやることではあるまい。

独裁者のやること だ。 真面員に塩漬 け土地
間

題に取り組んでいる善良念市民をどうして特

定団体と言 わねばならないの か。 良心的な市

民の心を傷つけること甚だ しい。

ことで、 私は阿部市長の不遜な言葉を
三つ

ほ ど例示 して みたい。 一つは 十年来閾ってい

る 「外国人への差別を許すな川崎違絡会議」

が取り上 げて倣 回と陳謝を要 求している 「外

国 人は準会員」 の発言 である。 二つは市長
立

候 補に当たって、 川崎・ 市民フォ
ーラムが閉

催 した公開討論集会において、 阿部候補は

「憲法改正に反対とか賛成とか言わなくても

市長の職は務まる」 と の発言である。 三つ目

が今回の特定団 体の発 言である。 嘗て 吉田首
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棚ま南原東大総長の吉田批判を 咽 学阿世』

と誹 誇した こと がある。 阿部 市長 の心情と恐

らく 同 じであろう。 私は特 定団 体のその先
に

見 えるも のは 阿部市長 の辞書 に は、
「不 逞の

輩」 の３ 文字 であると 思う。
「こんな税 金の

ムダ遣い、 許せますか！一川崎市民のつ どい」

実行委員会 のメ ンバーは篠原弁護 士以下不違
一

の輩 であろう。 勿論こんな 文章を書く 筆者の

ような 小者 もその１人に違 いない。 こんな輩

を相手に公開討諭会を開く必要はないという

のであれば、 自 治基本条例が泣く であろう。

追記

私が活動家の友人に特定団体問題について

話したら、 米国のイラク 最後通告を受 け、 小

泉首相がいち早く支持を表明した時、 岡崎知

事、 中田横浜市長、 阿部市長のそれ ぞれ の記

者会見で見解を明らかにした新聞記事を送っ

て 来た。 そ れ によ ると 岡 崎知 事 （当 時） は

「蓼 実に戦 争が起き ると 何の罪 のな い、 普通

の人が何万人と 死んでいく。 戦争回避 に努力

すべき だ」 中囲 市長 は ｒ国連中心、 民主的 な

解決が 望ま しい。 小泉首相は武力行使 を支持

しているが、 どんな情報に基
づいて判 断を下

されたのか分からないので推測で話しはでき

な い。」

両者 とも発 言は慎重である。 これ に対して

阿部 市長 の発言 は極め て積極的 で ある。
「テ

ロに対する米国の危機感は私たちの想像以上

に強い のではないか。 戦争もテロ もない方が

い い。
た だ 平 和、 平

和 と 口 に す る だ け で は、・

平和 は実現しない。 米国と同調 しつつ、 厳 し

い 対応 を して ゆく 必要 が ある。」 （２００３ 年 ３

月 １９ 目、 朝日、 神奈川新 聞記事）

権力 志向者はより大きな権カ にはただただ

追随するのみ。 阿部市長の一 違の発言は全て

本音、 市民本位の 市政など信 じられない。

感想

○オンブ ズマ ンの熱意 は十分に感 じられ、 同

感応援 した いと思う一方、 緑 地に対 して今

少 し保存へ のはっき り した言及、 主張
が ほ

しい。 王禅 寺の物件 な どは絶好 の縁地
だと

思 う
。

○かわさき市 民オンブズマ ンの名 前が話題に

なって いる。 本同、 大変な力 をいただきま

し た
。

○いつも 関係者 の集ま りのよう です が、 もっ

と広く 市 民が 知ってほ しい。 お金 の流れを

知りたい。 責 任追及の方法を知り たい。 金

を返させる。

○とても 良い企画だと感 じた。 我々 巾民は知

らないことが多すぎる。

○失った金 を取り戻すことはで きそうにない

が、 責任は追及 しな けれ ば。

○かわさき市民オンブズマンががんぱってやっ

てる な位 の程崖 の考え でした が、 もっと真

剣に考えてゆかなくそはいけないとあらた

めて 思 い ま した。

足士策

○ 皆で一生懸命やる他 ないと 思う。

○ この重大な事実を広く知 らせ たい。 多く の

人 と議諭 をして ゆき たい。

○達 挙の時投票呼び かけをして、 この ような

話を伝えている。 税金 の使 い道をチェ ック

する 機能を作れない か。 首長、 議員 をき ち

んと 還ぶこと。 裁判中 ですが、 当時の 関係

者に責任 を取らせた い。

○ 市政に関わる全ての間 題は、 市民に公 閉す

４
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べき です。 川 崎市のオ ンブ
ズマ ン団体は全

国の団体と継続的遵携が必要 と思われる。

又、 独 自のホーム
ペー ジを立ち上げて全国

民に知 られる状況作り が必要 と思われます。

○川 崎市 の行 政職員 の質が 非常に 低い。 （特

にモラールが） 尤も他の地方自治体でも相

当低いが、 川 崎市 は職員 の公民教育が必須

である。
「一生 懸命仕 事を した」 か ら免責

ということにはならない。 各区の
「たより」

に全て掲載 して 区民が フォ ローできるよう

に し た い。

○もっと市民に しらせて ゆかなく ては ならな

いと思いま した。

Ｋ Ｃ Ｔ

「損失補償」 事件の
その後

篠原 義仁

１０． ２８ 実行委員会からの

お知らせ

好評の映像手配します

２００６ 年 ９ 月 ２９ 日 及 ぴ同 年 １０月 ２７

日ＴＶ朝 町放映の川崎市の塩清け土地

間題 （南伊豆の市民施設建設用地と東

和町の市民交流施設建設用地の追跡編

及 び 市 内 塩 漬 け 土 地 を め ぐる １０ 月 ８

日のバスツアー編） を実行委員会では

ビデ オテ ー プ とＤ Ｖ Ｄ に 録画 して 市民

の 皆 さ んの ご利 用 を お 待 ち しで おり ま

す
。

ま た、 小 集 会 を開 催 して 上映 な さ る

場合には実行季員会から解説者を派遣

するなど間題理解の手助 けを考えてお

り ま すの でお気 軽 に ご相 談く ださ い。

お問合せは

川崎合同法律事務所気付

１０．２８ 実 行 委 員 会

電 話 ０４４ － ２１１ － ０１２１

ｆａｘ ０４４ － ２１１ － ０１２３

回 ＫＣＴ訴訟 の審理中に入手 した、 平成

１７年時点での川崎市の損失補債にかかる協

定 （契約） の範 囲は、 多岐に わたっ ていた。

その筆頭が法 （公有地の拡大に関する法律

２５条） の許容する土地開発公杜の損失楠償

であるが、 他 方、 この外にも、 ①川
崎市杜会

福祉協議会②かながわ廃棄物処理事業団③川

崎地下街株式会杜④川崎市住宅供給公社⑤川

崎市まちづくり公杜等にかかる金融機関に対

する損失楠債が行われている。．

ちなみに、 その楠償隈度額 は、 例 えば、 川

崎地下街㈱に あっ ては１５０億円、 川 崎まちづ

くり 公杜 にあって は約２２００ 億円 と報皆 され

ている。 倒産 の危機が現実化 しないと、、
川 崎

市の損失補償協定の履行間題は現実化しない

が、 そ れにしてもＫＣＴ住民訴訟 の判決理由

に照ら して いえば、 この損失補 償の存在は到

底許容されるものではなく、 早期の解決が求

め られ て い る。

回 一方、 法の許容し
走土地開発公杜につ

いて みてみると （こ の外、 地方 道路公 杜法２

０条、 都市再開発 法１１６ 条も 法が許容。 但 し、

岡者ヒついては川崎市が損失楠償している例

はない）、 平成１８年２月 に発 表された
「平 成

１７年度包括外部監査報告書」 は、
「長期保看

土地」 （塩漬け土地） につき取得価格が４０７

億 ８００ 万 円、
支 払 利 息 が １９０ 億 ３８００ 万 円、

以 上 合 計 が ５９７ 億 ４６００ 万 円 で あ る と し、 こ

れらの土地は市の要請で買収 したものであり、

市に売却することを予定 していると した上で、

「こ の こ と は
、
市 の 財 政 上

、
５９
，
７４６ 百 万 円 が

潜在的な債務負担になって いることを示 して



ｈｔｔＰ：／／ ㎜ ｗ．
ｋａｗａｓａｋｉ－ｏｍｂｕｄｓ．ｓａ

ｋｕｒａ．ｎｅ．ｊｐ
／

いる；∫ｍ崎市あ牢成１６年度の Ｔ二般会評の＼

決算」 は、 実質収支が５６７百万円の黒字となっ

てレ）るが、 こ
あ ような潜在 的債務が存在 して 。

い ること が考 慮さ れてい ない。 した がって、

このよう な債務 をも考慮する必要がある」

と讐鐘 を鳴 らした。

その塩損け土地のう ち、 実額で最大の もの 、

が公拡法５条に基づいて川崎縦貫道の代替用

地と して 「造船不 況」 の際、 日
立造船 から取

得 した水 江町の 土地で あるが （５万７３３６．２８

㎡
。 簿 価 ２３４ 億 ５６００ 万 円、 う

ち 利 息 ８６ 億 ４

３００万円）、 これについて包 括外部 監査は

「当該 土 地は、 川 崎市 に簿価 で売 却する か、

代替地として土地開発公杜が直接相手先に売

月 ２８日枢開 示されるに至った。

この情報の公開 をうけて、 かわさき 市民オ

ンブズマ ンは新年早々 から今後の 取り組みを

どう展開する か、 議論を行い、 ま ず、 川 崎市

に対 し、
「損 失補 債」 の 撤廃 を求 める申 入れ

を行 い （２月 上旬 予定）、 そ の 回答 をま って

ひきつづく取り 組みを検討 するこ とと して い

る （本年１月 幹事会 の確認）。

目
．
杢
．一
墾 灘 新 臨

２０ ０７ 隼（平成１９年）１ 月 ２ ４ 目（水・■８）

蟻 羅灘１§鰯１
謙繁１綴郵綴
務超過と なり、 経営上重大な支 障をき たす恐 ．

れ が あ る。」

と指摘するに至っている。

影簑線１鰯議１鰯
率蟻藩１麟鰯１１織
この確認に基づいて牟ての損失補償協定に

一

係 る 情報の 公開 請求 を行 い、 その 情報 は１２
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気 になる事、 幾つ か

望月 文雄

１、 河川 敷 の値 段

昨年 １０月 ８肩 の 「知 って ぴっく り 『塩漬

け 土地バス ツアー』」 では通 過 して バス の窓

から歩道橋を垣間見るだけだった幸区幸町２

丁日５６７ 二１他という 土地へ の疑間なのです。

なぜ かというと、 施設 の殆
どが河川 敷のは

ず です。 歩道 橋は道を挟 んで、 土手と道脇の

空 地になり、 そこは河川敷と はいえないと思

う のですが。

路線価という価格には場所が河川敷だとい

う認識はあるの でしょ うか。 多摩川は国 土交

通省の管轄 である国有地のはずです。 この辺

の事情が納得 でき ないの です。 ツアー のとき

の資 料は土 地閉発 公杜 から入 手 した もの で、

昨年初夏から幾度か勉強会でも使われていま

す。 それ には平成１７ 年度の路線価が １７万円

と あり、 取得路 線価が ４３ 万円と ありま す。

取得 路線価 は普通 の路線価 の２．５３ 倍 にもな

り非 常に高 額ですが、 私には 平常の路線価 １

７万円 も河川 敷 の値段に して は高額 であるよ

う に思えるの です。

２、 吐㎎ｌｅで 見た 政務 胴査費 Ｗｅ
ｂ

昨日１同かけて グー グルの政務調査費 ウェ

ブを探索 しま した。 後 学のために、 特 徴の幾

つかと紹介 しま す。

３） 政務調査費 収支報告書 検索結果

約 １７１，
００ひ件

４） 政務調査費 判例 検索結果

約 １５７，Ｏ００ 件

５） 政務調査費 情報公開 検索結果

約 ２９４，
０００ 件

６） 政務調査費 訴訟 検索結果

約 １６６， ㎝ 件

７」 政務調査費 カーナビ 検査結果

約 ９
，
４３０ 件

８） 政務調査費 使途基準 検査緒果

約 ９３，９００ 件

総 計 １
，
５１６
，
１３０ 件 も が ウ ェ ブ 上 にサ イ ト

を公開 しているの です。 凄い数値 です ね、 驚

きました。 しかし、 商業新聞の範 囲では報道

は限られたもので しかありません。

最初の政務調査費と いう 項日の７０９，０００件

の内の 始めの １１０件 のタイ トル 検索 を試み、

神奈」ｌ１県内の ものをチェック しま すと、 行政

のも のが横 浜市 ２件、 鎌倉 市２ 件、 横 須賀、

藤沢、 相模原各 市が１件ずつ、 都 合７件。
市

民団体 は神奈川 ネヅ トワーク、 ネ ッ トワーク

横浜が各１件。 個人では高野暁子というひと

が、 横 浜市議会の給付条例 改正について意 見

を述ぺて いるよ う でした。 （ま だサイ トを開

いていません）。

Ｗｅｂ サイ トで 報告が 壷理さ れて いるの は

全国オンブズマ ンのサイ トです。 自 治体と し

ては長野県が整理した報告書を績めています

牟、
内容は報告されていることと政務調査費

の関連が明確に理解できないという難点を見

受けま した。

残念ながら私が調べた範囲では川崎の事例

は１件 も見当りませんで した。 これからの分

野 な の で しょ う か。

１） 政務調査費という項目の検索結果

約 ７０９
，
ＯＯＯ 件

２） 政務調査費 監奪請求 検索縞果

約 ８４，２００ 件
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都市経営とは何ぞや

佐々木玲吉

最近、 各自治体で都市経営という言葉が流

行 しているそ うです。 最初に使用 したのは神

戸 市で 宮崎市長 だそう です。 横 浜市 も２００３

年４月 都市経営周が発足 しています。

川 崎市も２００５年４月 に総 合企 画局の 企画

部が都市経営 部に変更されま した。 このこと

はマス１コミ の報道にはなかったと 思われます。

この度川崎・ 市民フォーラムより 「都 市経

営とは 何ぞや ということでフォーラム が開か

れる。」 と遵絡 がありま した ので参加 してみ

ま した。 （１月 １７ 日中小企 業婦人会館） その

時感 じたこと を述べてみま す。

とこ ろで経営と言え ば、 私共 はすぐに企業

経営と いう概 念が浮かびます。 いく ら投資 し

て効 率的 に組織 を動 か しいく らリ ター ンが、

利 益が あるかということ です。 こ の言葉から

して行政が都市経営をするとはどういうこと

な ので しょ う。

都市経営部主幹による市側の説明を聞いて

みま しょ う。

「都市経営とは都市が持つ資源を有効に活

用 して 都市がめ ざす目標を効 率的、 効果的に

達成 していく こ と。」 と 定義 して います。 そ

してその具体化として川崎市の場合は次のよ

うになるそうです。

○スリ ムな行 政体制 を徹底 すること

○これからの環境変化を踏まえた持続可能な

政策執行を進めること （公共公益施設、 都

市基盤整備の見直 し、 市 民サー ビスの再構

築∵ すぺての政策 を体系 化 してコス トを把

握）

○地域の強みや地域資源を最大限に活かして

いくこと （相対的に豊かな税収構造）

○行政サー ビスを点検＝評 価・改善する しく

み を つ こ る こ と・

ということになるそうです。

ところでこの 陶 碑 啄 蝉 で質疑が

行 わ れ て い ま す。
２００４年 ケ月＝２８ 旨

三～

害原散子 （民主１市民連合） 議員 市民を

どのよう にと らえているのか。 市長
「行政

サービスの顧客として市民は何を望んでいる

の か、 解 決す
ぺき課題に対 して 施策が有効に

機能しているかなど顧客志向を重視してまい

り ま す
。」

市古映美 （共産） 議員 これでは行政がサー

ビス を売り、 頑客がそれ を買う。 つまり受益

者負担が前提にされている。
一番大切にされ

なければならない主権者の視点が極めて弱い。

佐薦害菱子 （補奈川ネット） 働員 市民が

望んでいるのは適切な行政業務が行われてい

る かどうかということ であり、 お客様と して

と らえるの は如何なも のか。

等々で あります。

もとよ り組織 はそ の時の 長の 考え により、

内容も名称もそして人事も改変されるもので

ありま すが、 行政をスリムに し都 市基盤 を整

備し、 地域資源を最大限に活用するという場

合、 これらは
一体講のた めに行 うのか。 又行

政サー ビス を点検・評価 そして改善という言

葉 もでて きますが、 点検・評価 は講が やるの

か明文 はありません。 経営 という言葉 からそ

れは行政がそしてその長がやることになるの

でしょ う。 これらから
みれ ば市民は顧客 だな

どといっても緒局 は市 民不在、 無視、 行 政の

一方通行になる可能性が高いといわざるを得

事せ㍍

ところで市長が阿部氏 になっ た途端に、 市

の財政は危機的状況にある、 財政再建団体に

陥 る可能性があると して、 行 政による多く の

市民サービスが切り捨てられ或いは縮小され

て きま し た。

私の知る範囲でも、 敬 老パス、 高齢者介護

援助 手当、 長寿祝い事業、 学童保育等 は廃止

され、
ゴミ収集事業は繕 小、 下水道料金 は値

上げ等 がありま す。

１２



かわ さき 市民オ ンブズマ ン会報 （隔一月 発行） 第５７号 ２００７年２月１同 発 行

又 「民間 ででき るものは民間 で」 との小泉

内閣の方 針を受 け入れて、 各 種公的 機関の民

問委託即ち指定管理者制度が導入され、 完全

民営化の方針屯矢継ぎ早に打ち出されてきて

い ま す。

・これ らを更に加遠 し体系化 させるため今回

の都市経営部は設置されたとみるのは私だけ

で しよ う か。

市民住 民の生活・福 祉をないが しろに、 南

伊豆或いは東和町の莫大な税金のムダ遣いに

は蓋をし責任追及もな し得ず、 住民苛 めに専

念する今の市政には充分監視の貝を光ちせて

行き ま しょ う。

トルコ紀行 その７

ペルゲとアスペンドス
（８日目）

２００６ 年 ６月 １０ 日

望月 文雄

古 代観雨ペルゲにあった肉量ω■ 権

私が驚 いたのはローマ時代 の門と ヘレニ ズ

ム （ギリ シャ） 時代の門の 間に初代キリス ト

教の教会 堂があり、 それ は
パ ウロの第一回 の

伝道の後 に建 てられたもの ではない かと考 証

されて いるという説明 を聞 いたこと だ。・思わ

ず 「パ ウ ロ が」 と 口 走っ た。
ガイ ドは 「は い、

そうです」 と頷く。 「パ ウロ の第一 風宣教 の

第一声 がここでねえ」 と、 来る前に、 使徒 行

伝のパウロの伝道旅行を地道に調べておかな

かった こと を悔 いた。

ペル ゲとアスペ ソ ドス 観光 はアンタルヤ到

着の 翌日に行われたオ プショ ンツアーだ。 古

墳、 古墳そ してまた古墳 という古墳尽く しの

ヅアーだが、 見飽きな い。 歴史の知識 が殆 ど

無いのだが、 日本と は桁 数の違う古代 の遺跡

なので、 見飽きる こと がない。 個々 の 遺跡の

歴史への興味がこんこんと湧いてく る。

ペ ルゲは アンタル ヤの東 方１５㎞ の所 にあ

る。 ヘ レニ ズム期 の門とローマ時代の 門があ

り、 市街の 中心の 構築さ れた水道設備 は凄い。

遥か南のアク自 ポリスから引いてきた という

水道が街の 卿こ流㌣ 鰍 に市道が走乱

左側の城壁 に沿や てローマ時代の 大浴場があ

り、 右側 は支穣の外に
デ幸ラや商店 がならぶ。

ガイ ドはア ゴラの脇慰ある穴ぎ癒大理石は肉

屋の看板だと 教える。

ペルゲの遺跡の真 ん中あたりで、 土地の婦

人が２ 人、 手縁み・レー スの土産店を開 いてい

た。 小さな 花瓶 敷を数枚 購入 し
た。 な にせ、

パウロの世界伝道第ｒ声が発されたペルゲな

のだからと理屈を付けて。

遺跡 の入口 に土産物やコーヒ ーな どをサー

ビスす るショ ップがある。 チ ャイ をく ださ い

と店の 人に言 うと、 自動販売 機にあると説明

され た。 ２ 台の自動 販売機 が並べて 設置 して

ある。
ガイ ドも 来 て、

チャ イ を 飲 み 始 め た。

私 は入 口で拾った丸い小石 を見せ、 こん なに

丸 いのは川 か海 が近 いの と聞く。
「海 はす ぐ

そこ ですよ」 とガイ ド。 聞く までもな かっ た

ことなの だ、 ペ ル ゲは港 町なの だ から。 （口

話駅新約聖書ではペルガという地名 になって

いる）。 大型
バスで要 所要所を巡り歩く から、

土地土地の地形や地図が記億されないのだ。

１３
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箏 ペンドスはペルゲの東３２㎞ にある玲

キ 宇見どごろはローマの５賢帝の’ 人 ：籔

ルク 亭一
・ア ウレリュウス 皇帝 （在位１６Ｉ

．
争 弍

託 年） あ時氏に建造された１万５０００人鎮土

野 る卵 脱 それは雛も使卿て

㌣氏 見 幣 内部へ入ると翌日から行うコン

喋坤手準陣だら忘 巨犬な醐の全雌
写嚇纏絵§笛くに居すぎる。 近所 ㎏ ｒマ醇

代の水 道橋もある らしいが、 見学ヨ
』ス には

入っ ていない。 売店 でチャイ を買い、 木 陰に

あるベ ンチで、 喉 を潤 す。 それに して も熱い。

今日 は６月 １０日。 木 陰の涼 しさ に救わ れる

思 い
。

午後はアンタルヤに戻って市内観光』 昼食

後、 最初に案 内されたのはクル シ』 ンルの滝。

広い自然公園の中にこんな場所に滝があるな

んてと、 首 をひねるような所に滝が あっ た。

次がアタテユルク像 のある広場 （ジュムフリ

エ ッ ト広 場？か）。 こ こはカ レイ チと呼 ばれ

る城内 を見はらせる広場だ。 カ レイ チの後ろ

の丘を 平らにしたような場所 で、 城 内から海

までが見渡せる。 左手下方向にイ ヴリ・ミナー

レが あり、 その周 りに古 めがしい家並が続く。

公園 の南側は開 けた近代都市 で、 幅 広く、 交

通 量の多い道路。 街 の日 抜き道路 のよう だ。

が３０ ドル から５０ ドル位の価格 で展示 されて

い た。

ガイ ドはイスラ ム教徒なの で、 こ の古いモ

スクの説明 を含 めて、 行われて いたミサヘの

参加を勧め た。 モ スクの前で は
バザールが開

かれていて、 幾台かの屋台や、 古着 のよう
な

衣装 の売店 が出て い た。 ミサ は約 ３０ 分。 次

は、 市 場 に 入 る。 こ こ の
説 明 は し た の で、 次

の名 所へ移 ろう。 そ こ はハ ドリアヌ ス 門 （３

つ の 門 ・ チ ュ ・カ ラ ブ ル と 呼 ば れ る） だ。
一西

暦１３０ 年ロ ーマのハ ドリ アヌ ス皇帝がこ の町

（当 時 はアッタ レイ ア） を 統治 した記 念 に算

て られた凱旋門だ。 昔の 轍で削られたアー チ

の床が歴史の 時代 を偲 ばせる。

最後 がカ ラアリ オゥル 公園。
’パ ドリアヌス

門か ら歩 いて２、，
３０分の と三亭なの だが、 疲

れていて 歩く のがつらい。 地中海を見下 ろす

高 台 と い う も の の、、
ジュ ム フ リ エ ッ ト広 場 ほ

どの 高台ではないが広い。 コンクリ
ー ト舗装

され た公園敷地が私の歩 みを阻害する。．
海辺

に来 るとさすがに見蜻 らしがよく、 ジェ ンデ

ル ・ ア ン タ ル ヤ ・ ホ テ ル が 見 え る よ う だ。

（そ の実確認できなカ～っ たのだが）。 クル シ斗ノ

ンルの滝の公園 で食べたアイ スクリーム が無

性に恋 しい。

広場のアタテユルク像の脇の坂道を城内へ

と降ると、 右手に統治者中の統治者の名を持

つテ ケ リ ・メ フメ ト・ パ シャ ・ モ ス ク が あ る。

入 口前にモスク入場者 が身 を清めるための丸

い泉水 があり、 周りは 木 立に囲ま れている。

左手は古い市場で古美術品や、 伝統的な郷土

人形 （民族の家庭を模造した） が、 現代の商

品と同列に並べ られて いる。 その人形の一 家

に混 ざって記念撮影が できるようになって い

る。 サー ビスの行き届 いたマ ーケッ トで、 得

光客の私たちにチャイやぶどう酒をサーどス

してく れた。 私 は買 うのを諦めた昔のイ コン
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竈集後記

○テ レ朝流 の表現 をもっ てす れば、
「と んで

もな いこと が発覚 しま した。」 何と川 崎 市は

テ レ ビ朝 日 が ９ 月 ２９ 日 及 ぴ １Ｏ 月 ２７ 日 と ２

度スーパーモー ニングで放映 したこと に文句

をつけた だけでなく、 番組のス ポンサーにま

で圧力 をかけて いたのです。 しかもテ レ朝か

ら回答 を得 ていながら、 自分た ちの言い分は

市のホームページで華れ流 し続ける一方、 しや

んと した 回答なのに一貝 も掲載 しないという

常 識では考えられない対応 をしたのです。 こ

と は言諭の自由の間題で す。 川 崎市議会 でも

諭議すべき大間題 ではないでしょ うか。

○そ れだけではないの です。 テ レ朝への抗議

文の中で１Ｏ－２８ 実行委員 会を特定団体 呼ぱわ

り しているのです。 黒岩 公平さんの レポー ト

を読んで下さい。

○市民集会に参加 して気 づいたことは、 自 分

が間題関心を持って いると、 他の人も当 然同

じように知識 を持 っていると思いがち である

がそうでは ないことが良く 分かったこ とです。

１０．２８ 集
会
、
そ れ に 続く ２ 回 の 小 さ な 集 会 に

参加された人たちの声を読み返して改めて感

じま し た
。

○実行委員会は様々な分野で市民活動をして

いる人 が立ち上げま した。 今 回限りでは勿 体

無 い。 継続すべき だという声が出ています。

解散 して しまうの か、 衣 替え して存続す る
の

か、 ２月 ２３日 （金） に 《て く の か わ さき》

で方針を決めること になっておりま す。 関心

のある方はご出席 下さい。

Ｏ１１月 １５ 目のＫＣ Ｔ事件の 衝撃の判決 が波

紋を広げています。 篠原代表幹事の報告にも

ありますが、 地方公共団体
が旧自治省等所轄

官庁の許可を得ずに損失補償を続けることは

違法状態の放置です。 一日も早く解消す
ぺき

事態です。 同経の記事も併読 して 下さい。

○昨今、 突如大きな話題となった政務調
査費。

全国の命民オンプズマンの積年の努力が漸く

実 を縞ぴ 始めた ようで す。 ただ残 念な がら、

世論に押されてひとまず体裁だけ整えようと

の動き も見受 けられます。 川 崎の議員さん が

どんな 対応 をなさるか、 しっ かり監視 して ゆ

きま しょう。 （清水）
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